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1. はじめに 

カードゲームの中でも様々なトリックテイキングゲーム

について戦略や必勝性などの研究が行われている

[1][2][3][4]。本稿では得点になるカードが複数枚存在

するトリックテイキングゲームについて、その性質の解析

と必勝性判定の手法を求めた。 

2. トリックテイキングゲームについて 

トリックテイキングゲームは複数人で遊ぶカードゲー

ムのジャンルの１つであり、次のようなルールを一般的

に共通して持っている。同じ枚数の手札を持つプレイヤ

ーたちの中で先手と呼ばれるプレイヤーが一人決まる。

先手からカードを順番に一枚ずつ場に出していき、全

員のカードの中で一番強いカードを出したプレイヤーが

そのラウンドに勝つ。ラウンドのことをトリックと呼び、ラウ

ンドに勝つことをトリックを取るという。トリックを取ったプ

レイヤーは出たカードを全て獲得して次のトリックの先手

になる。これを手札が無くなるまで、もしくは勝利条件を

満たすまで繰り返す。 

本稿ではゲームに使用するカード 2n 枚中最大から k

枚を得点札として、この得点札を多く獲得することを目

的としたゲームについて考える。カードには 1から 2n の

数字が書かれており、数字が同じカードは存在しない。

2 人のプレイヤーを Left と Right と呼び、それぞれの手

札を A,B とする。 

εは先手を表す記号である。ε=0 のとき Right が

先手、ε=1 のとき Left が先手である。また、εの

示す先手プレイヤーであり、n 枚ずつの手札 A,B の

時にLeftが獲得可能な得点札の枚数をV𝑛
𝜀(𝐴, 𝐵)で表

す。 

3. 得点札が 2枚の場合について 

 カードのうち最大の 2 枚、２ｎと 2n-1 が得点札の時、

Left が獲得する得点札の枚数は以下の定理で示される。 

定理１ 2 枚の得点札がそれぞれ 2n∈A、2n-1∈Bであ

り、両プレイヤーが最善を尽くすものとする。この

とき Left が先手であれば得点札を 1 枚だけ獲得す

る。 

定理２ ２枚の得点札がそれぞれ 2n∈A、2n-1∈B で

あり、両プレイヤーが最善を尽くすものとする。

Right が先手の場合には、3≤i≤n に対し、Aの i番目

の強さのカードが B の i番目のカードより弱い時は

2枚獲得する。それ以外の時は 1 枚だけ獲得する。 

4. 得点札が複数枚の場合について 
得点札が複数枚の存在するゲームについて、[4]の

手法をもとに解析を行った。その結果、Right が最小の

得点札を持ち、A の非得点札が全て B の非得点札より

小さいという条件のもとで以下の性質を示した。 

定理３ Left が後手であることは先手であることよりも

高々得点札 2 枚分得である。 

V𝑛
1(𝐴, 𝐵) ≤ V𝑛

0(𝐴, 𝐵) ≤ 2 + 𝑉𝑛
1(𝐴, 𝐵) 

定理４ A,Bの得点札の中で連続した数字のカードをA

のカードが大きくなるように B のカードと交換すると、交

換前より高々得点札 2 枚分得である。 
V𝑛
ε(𝐴, 𝐵) ≤ V𝑛

ε(𝐴, 𝐵) ≤ 2 + 𝑉𝑛
𝜀(𝐴, 𝐵) 

定理５ A,B の非得点札の中で連続した数字のカード

を A のカードが小さくなるように B のカードと交換すると

交換前より高々得点札 2 枚分得である。 
V𝑛
ε(𝐴, 𝐵) ≤ V𝑛

ε(𝐴, 𝐵) ≤ 2 + 𝑉𝑛
𝜀(𝐴, 𝐵) 

定理 6 A の最大の非得点札と Bの最小の得点札が連

続しているとき、この 2枚を交換すると交換前より得点札

1 枚分得、または 1 枚分損である。 

−1 + V𝑛
ε(𝐴, 𝐵) ≤ V𝑛

𝜀(𝐴, 𝐵) ≤ 1 + 𝑉𝑛
𝜀(𝐴,𝐵) 

5. まとめ  

手札に条件がない場合について示すことが今後の課題

となる。 
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